
平成２４年度産業保健調査研究倫理審査委員会議事要旨

日 時 平成２４年３月２３日（金）１３：３０～１５：００

場 所 独立行政法人労働者健康福祉機構 会議室１

出席委員 櫻井治彦（委員長）

石井妙子（人文・社会科学有識者）

石上尚弘（人文・社会科学有識者）

野村和弘（医学・医療の専門家）

松村芳美（一般の立場）

欠席委員 関原久彦（医学・医療の専門家）

議 事

１ 平成２４年度産業保健調査研究に係る倫理審査について

議事要旨

１ 平成２４年度産業保健調査研究に係る倫理審査について

１７の推進センター等から提出のあった１８課題について審査を行い、以下のと

おり判定した

○承認する（１６件）

センター等 テーマ

北海道 IT関連企業従業員のメンタルヘルスを中心とする健康状態に関する調査

宮 城 東日本大震災による被害状況と労働者の疲労、抑うつに関する調査研究

福 島 東日本大震災後の事業所における二次的被害の調査とその防止について

～産業保健推進センターを活用したフォローの在り方の検討～

茨 城 心の健康問題への復職支援に関する実態調査

～復職支援の実務における課題について～

群 馬 群馬県における女性勤労者の労働態様と精神保健指標との関連

～13 年後の変化～

東 京 現場ニーズに基づいた事業所担当者のためのメンタルヘルス対策支援ツ

ールの開発

神奈川 有害物質等取扱いマニュアルの作成

石 川 職場における禁煙支援への取り組みの実態とその禁煙達成効果

静 岡 職場におけるメンタルヘルス対策としての睡眠保健指導の評価に関する

研究

和歌山 和歌山県における災害に対する企業の事業継続能力に関する調査研究



岡 山 効果的な産業医研修会実施のための産業医意識実態調査

岡 山 岡山県内の介護老人保健施設で従事する看護・介護職員の働き方に応じ

たストレスマネジメント介入効果に関する研究

山 口 産業医の健康診断判定基準の認識

徳 島 「労働者の睡眠とメンタルヘルスの関連」に関する研究

～セルフケアのための研修プログラムの作成～

福 岡 職場復帰支援に際し労働法の観点を明確にし、より安全（健康）配慮義

務に即した「モデル職場復帰支援プログラム」の作成

熊 本 熊本県における職業別呼吸機能調査および肺年齢活用の試み

○条件付で承認する(２件)

センター テーマ

新 潟 Work Ability Index を用いた高年齢就労に関する基礎研究

付帯条件

コホート調査研究とその後の介入を実施するためには、個人の特定が必要と考え

られるが、提出された計画書兼倫理申請書では個人情報の取扱いが明確ではない。

よって、下記の①②③全ての同意を得た上で、コホートとして本人を特定したア

ンケート調査及びその後の介入、調査を実施すること。

①事業主に対して調査への協力と併せて「労働者が提供した個人情報については、

それを管理する産業看護職から得ることはしない。」という同意を書面で得るこ

と。

②当該産業看護職に対して調査への協力と併せて「労働者が提供した個人情報を

事業者等に開示しない守秘義務を負う。」という同意を書面で得ること。

③双方の同意を得た事業場において、労働者に調査の内容並びに事業主及び産業

看護職から前記同意を得たことを説明し協力の同意を書面で得ること。

香 川 職場におけるメンタルヘルス向上のための調査研究

付帯条件

コンピテンシー前調査と講座受講後のコンピテンシー後調査は個人を特定してア

ンケート調査を実施するのであれば、講座受講者も特定されているので、当初より

個人をコード化してアンケート用紙を作成し、連結可能とする工夫をされたい。


